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Abstract
This research when it becomes second stage analyzed the change in consideration to the specialized subject 
and the qualification according to the school year progress.
The results were summarized as follows:
1． Students think that the subject of nutrition, medicine, and coaching is important subjects of learning 
though progress the school year.　
2．Student's interest has changed into the subject with a low playability such as health and sociology.
3．Students think that it is important to acquire any qualification though progress the school year.
4．There is no change in the tendency that thinks the teacher's license acquisition to be important.
5．An acquisition request of qualification related to health is increasing rapidly.
6．Students are aiming to acquire qualification selectively.
This study was the first phase when an annual change in student needs is investigated, and it was consid-
ered targeted for 1 and 2 years. The registered 4 years and the tracking after graduation are indispensable to 




























本学科 2008 年度 1 年次在籍学生 189 名，2009 年度 2 年次在籍学生 191 名を調査対象とし，1 年次
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体育系女子大学生の科目と資格に対するニーズ変化
－ 55 －








回答分布をみると似かよった傾向にうかがえるが，回答率が 30% を超えた科目は，1 年次では，栄養，
心理，マネジメント，教科，健康，医学，方法，コーチング，2 年次では，栄養，心理，教科，障害，
健康，医学，コーチングとなり，いくつかの科目で変化が起こっている（Fig.1）．各年次の回答率の差
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（中村，小柳，松本，三井）
－ 56 －
について検討したところ，χ2 値が 1% 水準で有意であったことから，興味深い科目に年次差のあるこ
とが明らかとなった．そこで，1 年次と 2 年次の間にどのような違いがあるのか調整済み残差を用い判
定した（Table 1.）．結果，調整済み残差の絶対値が 1.96 より大きく有意であると判定された科目が 3 つ
見つかり，社会と健康は 2 年次で欲求が高まり，マネジメントについては 2 年次で欲求が下がる傾向が
明らかとなった．
これらの傾向は，科目の履修時期によってもたらされる可能性が考えられたため，科目開講期 7）を確
認した．健康系科目の基礎系科目は 1 年次で，応用系科目は 3・4 年次で開講されていること，社会系
科目は，基礎系科目は 1 年次で，応用系科目は 4 年次で開講されていること，マネジメント系科目は，
4 年次で開講されていることが判明し，上記 3 科目は，今回の分析の中心となった 2 年生に対して開講
された科目ではないことが確認された．このことから，科目開講期の影響はなかったものと判断した．
加えて，2 年次に現れる特有のものなのかを確認するため，昨年の 2 年生とχ2 検定・調整済み残差
を持って比較検討した（Table 1.）．結果，χ2 値は 1% 水準で有意となり年度差が認められ，調整済み残
差の有意な科目は，社会，健康，マネジメントとなった．社会，健康については本年度 2 年生の回答率
が高く，マネジメントは昨年度 2 年生の回答率が高かった．今回の分析の中心とした 2 年生の欲求傾向




5 科目，いずれからも興味深いと感じられていない科目は，原理，歴史，社会，人類の 4 科目であり，
共通部分を除いた学年ごとの特徴は，大学 2 年生は，栄養，心理，教科，障害を，大学 1 年生は，心理，
教科，健康，方法を，興味深い分野としていることが明らかにされている．しかし，本年度の 2 年生は，










学年進行による資格取得希望度の変化，及び，昨年度 2 年生との比較については，対応のない t 検定
を用い，年次によって各資格の取得希望度に違いがあるのかについては，一元配置分散分析と被験者内
Table 1.  1・2 年次と昨年度 2 年生の深く学びたい科目分野の比較結果（χ2 検定結果と調整済み残差の検討）
χ2
科　　目
原理 栄養 歴史 社会 心理 生理 バイメカ マネジメント 発育
1 年次・2 年次比較 40.914 ＊＊ －.596 .911 －.520 2.096 .637 －1.245 －1.390 －3.048 1.056
本年・昨年 2 年生比較 53.493 ＊＊＊ .614 －1.445 .902 3.258 －.031 －1.336 －1.351 －2.409 1.610
χ2
科　　目
測定 教科 障害 福祉 健康 医学 人類 方法 コーチング その他
1 年次・2 年次比較 40.914 ＊＊ 1.734 －1.459 1.858 1.494 2.592 －.947 －.656 －1.587 －1.161 －.656
本年・昨年 2 年生比較 53.493 ＊＊＊ 1.682 －1.514 －.452 1.268 4.009 .211 －.901 1.414 －2.192 －.524




とも棄却され，Greenhouse-Geisser の検定結果も各年次 0.1% 水準で有意であったため，Sidak の方法に
よる多重比較を行った（Table 2.）．結果，各年次の資格間に有意な差が認められた．














C=0.716），2 年 次（KMO=0.747，B=P<0.001，C=0.764）， 昨 年 度 2 年 生（KMO=0.849，B=P<0.001，
C=0.891）となり，いずれの年次・年度においても，主成分分析することの妥当性は高く，主成分を考え
ることに意味があり，合成に用いる変数間での内的整合性は十分に高いことが明らかとなった．解釈に
ついては，固有値 1.0 以上，寄与率 10.0% 以上，主成分負荷量の絶対値 0.400 以上を基本条件に行った．
昨年の分析結果 10）では，1 年次については，4 つの主成分が抽出されたが，寄与率 10.0% 以上を示し
た主成分は 3 つとなり，第 1 主成分は，「教員免許」「アスレティックトレーナー」「図書館司書」を除い
た資格，第 2 主成分は「教員免許」，第 3 主成分は「競技別指導者資格」に集約され，昨年度 2 年生につい
ては，3 つの主成分が抽出され，ともに寄与率 10.0% 以上を示したことから，第 1 主成分は，「中高教
員免許」「図書館司書」を除いた資格，第 2 主成分は「障害者スポーツ指導員」「エアロビックダンスエク








Mean SD t 値 Mean SD t 値 Mean SD
1. 中高教員免許 4.11 1.30 1.745 3.83 1.54 －3.732 ＊＊＊ 4.41 1.13 
2. 健康運動指導士（実践指導者） 3.54 1.22 2.584 ＊ 3.17 1.36 －4.130 ＊＊＊ 3.77 1.12 
3. アスレティックトレーナー 2.64 1.37 6.803 ＊＊＊ 1.75 0.96 －11.830 ＊＊＊ 3.38 1.36 
4. 小学校教員免許 2.86 1.42 2.711 ＊＊ 2.38 1.67 －4.105 ＊＊＊ 3.15 1.54 
5. レクリェーション･インストラクター 2.40 1.01 －0.699 2.48 1.18 －5.496 ＊＊＊ 3.29 1.31 
6. 障害者スポーツ指導員 2.59 1.14 －2.160 ＊ 2.89 1.37 －3.271 ＊＊ 3.41 1.35 
7. A.D.I. 2.11 1.13 1.291 1.95 1.16 －5.456 ＊ 2.75 1.34 
8. アクアビクスインストラクター 2.06 1.18 0.343 2.01 1.20 －4.791 ＊＊＊ 2.72 1.32 
9. スポーツリーダー 2.76 1.10 0.150 2.74 1.16 －4.506 ＊＊＊ 3.39 1.31 
10. 競技別指導者（コーチ） 3.05 1.20 1.493 2.85 1.20 －4.807 ＊＊＊ 3.56 1.33 
11. スポーツプログラマー 2.54 1.05 1.102 2.41 1.13 －4.810 ＊＊＊ 3.10 1.33 
12. クラブマネージャー 2.63 1.06 1.946 2.39 1.16 －4.769 ＊＊＊ 3.10 1.37 
13. 図書館司書 1.85 1.08 3.090 ＊＊ 1.50 0.90 －4.688 ＊＊＊ 2.08 1.17 
F 値（Greenhouse-Geisser） 53.881 ＊＊＊ 46.557 ＊＊＊ 42.111 ＊＊＊ 
1．＊：P<0.05，＊＊：P<0.01，＊＊＊：P<0.001.





本年度分析対象の 2 年次については，5 つの主成分が抽出されたが，寄与率 10.0% 以上を示した主成
分は 3 つとなった．第 1 主成分は，「教員免許」「図書館司書」を除いた資格，第 2 主成分は「教員免許」，
第 3 主成分は「エアロビックダンスエクササイズインストラクター（A.D.I.）」「アクアビクスインストラ
クター」の取得希望に集約された．結果，第 1 主成分に集約された情報が，教員免許関係以外の資格を
中心にして構成されていること，第 2 主成分に教員免許の取得希望が挙げられていることは，1 年次の



















Table 3.  資格取得希望についての年次・年度別主成分分析結果 
1 年次 2 年次 昨年度 2 年生
FAC1 FAC2 FAC3 FAC4 FAC1 FAC2 FAC3 FAC4 FAC5 FAC1 FAC2 FAC3
1. 中高教員免許 －0.141 0.810 0.133 －0.104 －0.012 0.791 0.133 0.270 －0.148 0.289 0.098 0.856 
2. 健康運動指導士（実践指導者） 0.577 －0.175 －0.374 0.266 0.505 －0.390 0.358 －0.108 －0.142 0.718 0.140 0.091 
3. アスレティックトレーナー 0.161 －0.641 －0.113 0.053 0.522 －0.320 －0.212 0.071 0.274 0.586 －0.527 －0.032 
4. 小学校教員免許 0.094 0.729 0.099 0.259 －0.005 0.696 0.190 0.226 0.460 0.461 0.257 0.581 
5. レクリェーション･インストラクター 0.658 0.029 0.098 0.172 0.610 0.283 0.075 －0.497 0.180 0.745 0.347 －0.176 
6. 障害者スポーツ指導員 0.523 0.239 0.170 0.396 0.546 0.382 0.117 －0.458 0.264 0.675 0.468 0.028 
7. A.D.I. 0.634 0.230 －0.634 －0.133 0.681 －0.154 0.558 0.248 －0.069 0.744 0.431 －0.314 
8. アクアビクスインストラクター 0.605 0.215 －0.667 －0.086 0.686 －0.086 0.597 0.212 －0.107 0.785 0.319 －0.242 
9. スポーツリーダー 0.770 0.095 0.174 －0.267 0.737 0.218 －0.165 －0.050 －0.338 0.808 －0.245 －0.155 
10. 競技別指導者（コーチ） 0.497 0.128 0.404 －0.504 0.437 0.384 －0.384 0.212 －0.500 0.702 －0.532 0.187 
11. スポーツプログラマー 0.751 －0.228 0.317 －0.139 0.783 －0.076 －0.370 －0.029 0.049 0.805 －0.285 －0.141 
12. クラブマネージャー 0.732 －0.176 0.358 －0.015 0.772 －0.063 －0.388 0.017 0.081 0.789 －0.428 0.016 
13. 図書館司書 0.263 －0.027 0.234 0.712 0.380 －0.159 －0.232 0.563 0.426 0.385 0.142 0.177 
固有値 3.870 1.895 1.543 1.215 4.219 1.853 1.429 1.068 1.001 5.898 1.628 1.378 
寄与率 29.770 14.581 11.866 9.344 32.457 14.252 10.994 8.216 7.702 45.371 12.522 10.604 
累積寄与率 29.770 44.351 56.217 65.560 32.457 46.709 57.704 65.920 73.621 45.371 57.893 68.497 
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